
 

札幌都心アクセス道路検討会（第２回） 

 

日 時：平 成 29 年 8 月 10 日 （ 木 ） 

   10 時 00 分～ 

場 所：TKP ガーデンシティ札幌駅前 

         ２Ｆ ホール２Ｃ 

 

 

議 事 次 第 

 

１．開会 

 

２．議事 

（１）各機関における創成川通の検討内容について 

 

３．閉会 

 

 

≪ 配布資料 ≫ 

  資料１：第１回検討会の議事及び検討事項（案）  

資料２：北海道開発局資料            

資料３：北海道提供資料             

  資料４：札幌市提供資料             

  資料５：検討会の進め方（案）          



 

札幌都心アクセス道路検討会規約 
 

 

（ 名称 ） 

第１条 本会は「札幌都心アクセス道路検討会」（以下、「本会」という。）と称

する。 

 

 

（ 目的 ） 

第２条 北海道新幹線札幌延伸等を踏まえ、札幌都心部と高速道路とのアクセ

ス強化を図るため、関係機関の連携のもと、創成川通の課題解決方策

について検討を行う。 

 

 

（ 組織 ） 

第３条 本会の構成員は、次のとおりとする。また、必要に応じて、追加する

ことができる。 

    札幌市都市計画担当局長 

    北海道建設部長 

    北海道開発局建設部長 

 

 

（ 庶務 ） 

第４条 本会の庶務は、関係機関の協力を得て、北海道開発局において処理す

る。 

 

 

（ その他 ） 

第５条 本規約に定めるもののほか、必要な事項は会議に諮って決める。 

 

（ 附則 ） 

 この規約は、平成 28 年 12 月 19 日から施行する。 
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○創成川通には、事故危険区間交差点が１２箇所存在し、死傷事故率は全道の約６倍と非常に高い頻度で事故が発生。 
○事故傾向として、右折滞留車両を要因とする追突事故が最も多く、事故全体の約半数を占める。 
 

４．創成川通の交通事故 

：事故危険区間 
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全道の約６倍 

資料：H24-27 ITARDAデータ 
対象区間：北34条交差点～北３条交差点 

▼事故傾向 

・追突事故の発生過程 

右折滞留車を確認し、中央車線にシフト
した車に後続車が追突 

右折待ちのため
滞留 

・事故類型 

資料：H24-27 ITARDAデータ 
対象区間：北34条交差点～北３条交差点 

資料：H28北海道開発局 事故危険区間 
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５．創成川通の対策の必要性 

 ・約４キロ区間に主要渋滞箇所が５箇所存在し、慢性的な渋滞が発生 

 ・信号交差点が２４箇所あり、交差点での加減速による速度低下が原因 

 ・札幌北IC（千歳方面）オフランプから本線上まで渋滞が発生 

 ・事故危険区間が連続して複数個所存在 

高架構造・地下構造・交差点改良案等 

創成川通の現道課題 

対策（案） 




































